
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2014年　　　1月　　1日 ～ 2018年　　4月　30日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 津山博匡 所属 薬剤部

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－33－5111　 FAX 　0172　－　39－ 5302

データを収集する際、患者さんのお名前など個人の特定に至る情報につ
いては全て削除します。収集したデータは薬剤部で厳重に保管します。ま
た、解析したデータを学会や論文などに発表する場合においても個人情
報は一切含まれません。したがって、個人のプライバシーは充分に擁護さ
れます｡本研究への情報利用を拒否された場合、データは削除致します。
ただし、学会や論文での発表後の拒否の申し出には応じられません。

弘前大学医学部附属病院　薬剤部　津山　博匡

集中治療部に保存されている患者さんの重症度、手術歴、投与薬剤、各
種生化学検査、血液ガス検査情報に基づき、抗菌薬適正使用プログラム
を導入した前後2年間で、治療効果や抗菌薬使用状況に違いが認められ
るか検討を行います。新たな採血などは実施いたしません。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

敗血症患者に対する抗菌薬適正使用プログラム導入の有用性

2014/1/1～2018/4/30に敗血症として集中治療室で加療された患者さん

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

薬剤部、集中治療部

抗菌薬適正使用プログラムとは、抗菌薬を有効かつ安全に使用するため
に作成された支援計画です。集中治療領域における本プログラム実施の
有用性を評価することで、重篤な症状の敗血症患者さんの治療効果改善
に繋がる可能性が考えられます。

集中治療室における敗血症患者さんに対する抗菌薬適正使用プログラム
導入の有用性を検討します。

本研究に対する利益相反はありません。

本研究の共同研究機関はありません。


